
�
岐
阜
市
精
華
一
丁
目
二
七
七
一
番
四
地
先
か
ら

瑞
穂
市
馬
場
春
雨
町
一
丁
目
三
二
番
地
先
ま
で

岐
阜
市
柳
津
町
上
佐
波
西
五
丁
目
一
番
地
先
か
ら

同

市
茶
屋
新
田
三
丁
目
一
五
番
一
地
先
ま
で

大
垣
市
墨
俣
町
大
字
墨
俣
字
下
町
官
有
無
番
地(

八
八
四
番
四
地)

先
か
ら

同

市
旭
町
一
丁
目
九
番
一
地
先
ま
で

大
垣
市
墨
俣
町
大
字
墨
俣
字
下
町
官
有
無
番
地(

八
八
四
番
四
地)

先
か
ら

同

市
旭
町
一
丁
目
九
番
一
地
先
ま
で

第

五

百

三

号

令

和

六

年

六

月

二

十

一

日

(

金
曜
日)

目

次

公
安
委
員
会
規
則

○
岐
阜
県
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

交
通
規
制
課)

二
五
九
ペ
ー
ジ

告

示

○
特
別
保
護
地
区
の
指
定

(

環
境
生
活
政
策
課)

二
六
一

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
の

指
定

(

環
境
管
理
課)

二
六
二

○
令
和
六
年
度
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会
の
指
定

(

生
活
衛
生
課)

二
六
二

○
令
和
六
年
度
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
の
指
定

(
同

)

二
六
二

○
保
安
林
の
解
除
を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
通
知

(
森
林
保
全
課)

二
六
三

○
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知

(

同

)

二
六
三

公

示

○
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
の
適
当
の
決
定

(

農
地
整
備
課)
二
六
四

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

(

同

)
二
六
四

○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

(

建
築
指
導
課)

二
六
五

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

(

岐
阜
農
林
事
務
所)

二
六
五

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

(

中
濃
農
林
事
務
所)

二
六
六

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

(

可
茂
農
林
事
務
所)

二
六
七

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

(

教
育
財
務
課)

二
六
八

公
安
委
員
会
規
則

岐
阜
県
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
公
安
委
員
会

委
員
長

林

正

子

岐
阜
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号

岐
阜
県
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
道
路
交
通
法
施
行
規
則(

昭
和
三
十
五
年
岐
阜
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
三
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
県
道
岐
阜
垂
井
線
の
項
中

｢

を

｣
｢

に

｣

改
め
、
同
表
県
道
岐
阜
巣
南
大
野
線
の
項
中

｢

を

令和６年６月21日 岐 阜 県 公 報 第 503 号( 259 )

○

○

岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日



�

｢

に

｣

改
め
、
同
表
県
道
笠
松
墨
俣
線
の
項
中｢

同

市
茶
屋
新
田
三
丁
目
一
一
番
一｣

を｢

同

市
大
脇
二

丁
目
四
番｣

に
改
め
、
同
表
県
道
正
木
岐
阜
線
の
項
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
表
県
道
関
美
濃
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
岐
阜
市
道
の
項
中

｢

を
｣

｢

に

｣

改
め
、
同
表
多
治
見
市
道
の
項
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
表
関
市
道
の
項
中

｢

を

｣

｢

に

第 503 号 岐 阜 県 公 報 令和６年６月21日 ( 260 )

岐
阜
市
大
脇
二
丁
目
二
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

二
丁
目
一
七
番
一
地
先
ま
で

岐
阜
市
茶
屋
新
田
三
丁
目
二
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

三
丁
目
一
〇
番
二
地
先
ま
で

岐
阜
市
北
野
北
二
八
一
番
五
地
先
か
ら

同

市
同

三
一
〇
番
四
地
先
ま
で

岐
阜
市
北
野
北
二
八
一
番
五
地
先
か
ら

同

市
同

三
一
〇
番
四
地
先
ま
で

岐
阜
市
柳
津
町
東
塚
三
丁
目
八
〇
番
地
先
か
ら

同

市
茜
部
菱
野
一
丁
目
五
六
番
地
先
ま
で

岐
阜
市
茜
部
菱
野
一
丁
目
五
六
番
地
先
か
ら

同

市
茜
部
新
所
一
丁
目
二
三
番
地
先
ま
で

岐
阜
市
茜
部
菱
野
一
丁
目
五
六
番
地
先
か
ら

同

市
茜
部
新
所
一
丁
目
二
三
番
地
先
ま
で

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
下
磯
字
高
田
一
五
七
番
二
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
小
衣
斐
字
大
前
町
三
六
六
番
地
先
ま
で

岐
阜
市
精
華
一
丁
目
二
七
七
一
番
四
地
先
か
ら

瑞
穂
市
馬
場
春
雨
町
一
丁
目
三
二
番
地
先
ま
で

県
道
関
記
念
公
園
線

関
市
小
屋
名
字
梅
ノ
木
瀬
一
七
八
五
番
五
地
先
か
ら

同
市
同

字
五
反
田
一
四
九
九
番
一
地
先
ま
で

関
市
山
田
一
六
〇
五
番
四
地
先
か
ら

同
市
小
屋
名
一
七
八
五
番
四
地
先
ま
で

関
市
戸
田
七
二
番
地
先
か
ら

同
市
同

五
九
八
番
地
先
ま
で

関
市
戸
田
四
八
番
地
先
か
ら

同
市
同

七
二
番
地
先
ま
で

関
市
戸
田
五
二
番
地
先
か
ら

同
市
同

四
八
番
地
先
ま
で

関
市
戸
田
五
七
番
地
先
か
ら

同
市
同

五
二
番
地
先
ま
で

関
市
新
迫
間
九
番
地
先
か
ら

同
市
大
杉
字
大
久
手
九
二
二
番
四
地
先
ま
で

関
市
新
迫
間
九
番
地
先
か
ら

同
市
大
杉
字
大
久
手
九
二
二
番
四
地
先
ま
で

多
治
見
市
旭
ケ
丘
一
〇
丁
目
六
番
一
一
八
地
先
か
ら

同

市
小
名
田
町
二
丁
目
一
四
五
番
七
地
先
ま
で

多
治
見
市
明
和
町
一
丁
目
七
六
番
二
地
先
か
ら

同

市
旭
ケ
丘
一
〇
丁
目
六
番
一
一
八
地
先
ま
で

多
治
見
市
山
吹
町
二
丁
目
一
二
〇
番
一
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
一
丁
目
一
番
六
地
先
ま
で

多
治
見
市
山
吹
町
二
丁
目
一
二
〇
番
一
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
一
丁
目
一
番
六
地
先
ま
で

岐
阜
市
大
脇
二
丁
目
一
七
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

二
丁
目
一
八
番
一
地
先
ま
で



改
め
、
同
表
瑞
浪
市
道
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
二
百
七
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
保
護
地
区
の
指
定
を
す
る
た
め
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間
及
び

保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
並
び
に
こ
れ
ら
の
縦
覧
場
所
を
公
告
す
る
。

な
お
、
同
法
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
該
区
域
に
係
る
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
令
和
六
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
七
月
四
日
ま
で
の

間
に
当
該
指
針
の
案
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称
及
び
区
域

二

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

令和６年６月21日 岐 阜 県 公 報 第 503 号( 261 )

松
野
特
別
保
護
地

区 金
華
山
特
別
保
護

地
区 名

称

羽
島
市
道

可
児
郡
御
嵩
町
次
月
地
内
の
国
道
二
一
号
と
町
道
上
之
郷
六
六
号
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
た
後
北
東
進
し
町
道
上
之

郷
二
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
南
進
し
瑞
浪
市
と

金
華
山
国
有
林
三
一
八
○
林
班
か
ら
三
一
八
七
林
班
ま
で
の
各
林
班
の
区

域

区

域

羽
島
市
上
中
町
長
間
字
流
二
三
八
三
番
三
地
先
か
ら

同

市
同

町
中
字
村
付
一
八
九
番
地
先
ま
で

羽
島
市
上
中
町
長
間
字
十
二
割
一
八
九
二
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
同

字
流
二
五
〇
一
番
一
地
先
ま
で

恵
那
峡
特
別
保
護

地
区

松
野
特
別
保
護
地

区 金
華
山
特
別
保
護

地
区 名

称

北
ノ
俣
特
別
保
護

地
区

恵
那
峡
特
別
保
護

地
区

森
林
鳥
獣
生

息
地
の
保
護

区 森
林
鳥
獣
生

息
地
の
保
護

区 森
林
鳥
獣
生

息
地
の
保
護

区 指
定
区
分

飛�
市
神
岡
町
大
字
打
保
地
内
の
金
木
戸
国
有
林
二
〇
五
四
林
班
イ
小
班
、

二
〇
五
五
林
班
イ
小
班
、
二
〇
五
七
林
班
イ
小
班
及
び
二
〇
六
六
林
班
イ

小
班
の
区
域

大
井
ダ
ム
か
ら
旧
美
恵
橋
跡
に
至
る
木
曽
川
の
水
面
の
区
域

の
境
界
を
越
え
市
道
松
野
湖
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

東
南
進
し
松
野
湖
余
水
吐
を
南
西
進
し
可
児
川
沿
い
の
散
歩
道
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
散
歩
道
を
南
西
進
し
御
嵩
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
境
界
を
南
西
進
し
国
道
二
一
号
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し

た
後
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

当
該
地
域
は
、
コ
ナ
ラ
林
、
ア
カ
マ
ツ
林
等
が
分
布
す
る

林
相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
り
、
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
、
カ
ワ

ア
イ
サ
、
オ
オ
バ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
良
好
な
鳥
獣
の
生
息
環
境
と
な
っ

て
い
る
大
井
ダ
ム
湖
の
当
該
区
域
に
つ
い
て
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

当
該
地
域
は
、
ア
カ
マ
ツ
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
等
が
分
布

す
る
林
相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
り
、
テ
ン
、
ニ
ホ
ン

リ
ス
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
カ
ケ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様

な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
良
好
な
鳥
獣
の
生
息
環

境
と
な
っ
て
い
る
松
野
湖
周
辺
の
当
該
区
域
に
つ
い
て
、

特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
保
全
す

る
。

当
該
地
域
は
、
多
様
な
針
葉
樹
及
び
広
葉
樹
が
群
生
す
る

林
相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
り
、
ア
ナ
グ
マ
、
ア
カ
ゲ

ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
多
種

多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
良
好
な
鳥
獣
の
生

息
環
境
と
な
っ
て
い
る
ス
ダ
ジ
イ
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
と
い
っ

た
照
葉
樹
の
極
相
林
及
び
ヒ
ノ
キ
の
天
然
林
が
発
達
し
て

い
る
国
有
林
の
当
該
区
域
に
つ
い
て
、
特
別
保
護
地
区
に

指
定
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

指

定

目

的



四

一
か
ら
三
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
縦
覧
場
所

岐
阜
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号

土
壌
汚
染
対
策
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害

物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域

(

以
下

｢

要
措
置
区
域｣

と
い
う
。)

を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

要
措
置
区
域

各
務
原
市
川
島
竹
早
町
字
竹
早
一
番
の
一
部

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則(

平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号)

第
三
十
二
条
の
土
壌
溶
出

量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

三

土
壌
汚
染
対
策
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
示
措
置

地
下
水
の
水
質
の
測
定

岐
阜
県
告
示
第
二
百
七
十
八
号

理
容
師
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号)

第
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
令
和

六
年
度
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

主
催
者
の
名
称
及
び
住
所

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

理
事
長

遠
藤

弘
良

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚
二
―
一
―
六
Ｊ
Ｍ
Ｆ
ビ
ル
笹
塚
〇
一(

八
階)

二

会
場
の
運
営
及
び
設
営
の
窓
口
と
な
る
支
部
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
五
―
二
七
―
一
四
朝
日
生
命
名
古
屋
栄
ビ
ル(

五
階)

三

開
催
日
等

四

受
講
料

二
万
円

岐
阜
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

美
容
師
法(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号)

第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
六

年
度
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
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北
ノ
俣
特
別
保
護

地
区

恵
那
峡
特
別
保
護

地
区

松
野
特
別
保
護
地

区 金
華
山
特
別
保
護

地
区 名

称

北
ノ
俣
特
別
保
護

地
区

環
境
生
活
部
環
境
生
活
政
策
課
、
飛�
県
事
務
所
環
境
課
及
び
飛�
市
役

所 環
境
生
活
部
環
境
生
活
政
策
課
、
恵
那
県
事
務
所
環
境
課
、
中
津
川
市
役

所
及
び
恵
那
市
役
所

環
境
生
活
部
環
境
生
活
政
策
課
、
可
茂
県
事
務
所
環
境
課
、
東
濃
県
事
務

所
環
境
課
、
瑞
浪
市
役
所
及
び
御
嵩
町
役
場

環
境
生
活
部
環
境
生
活
政
策
課
、
同
部
岐
阜
地
域
環
境
室
及
び
岐
阜
市
役

所

縦

覧

場

所

森
林
鳥
獣
生

息
地
の
保
護

区

当
該
地
域
は
、
樹
高
の
低
い
ハ
イ
マ
ツ
林
や
高
山
性
の
低

茎
草
地
が
分
布
す
る
地
域
で
あ
り
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
ク
マ

タ
カ
等
の
希
少
鳥
獣
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
良
好
な
鳥
獣
の
生
息
環
境
と
な
っ

て
い
る
北
ノ
俣
岳
稜
線
沿
い
の
当
該
区
域
に
つ
い
て
、
特

別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

同

一
一
・
二
五

同

一
一
・
一
八

令
和

六
・
一
一
・
一
一

開
催
年
月
日

衛
生
管
理

衛
生
管
理

公
衆
衛
生

衛
生
管
理

講

習

内

容

同 同 羽
島
市
竹
鼻
町
丸
の
内
六
―
七

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

開

催

場

所



令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

主
催
者
の
名
称
及
び
住
所

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

理
事
長

遠
藤

弘
良

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚
二
―
一
―
六
Ｊ
Ｍ
Ｆ
ビ
ル
笹
塚
〇
一(

八
階)

二

会
場
の
運
営
及
び
設
営
の
窓
口
と
な
る
支
部
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
五
―
二
七
―
一
四
朝
日
生
命
名
古
屋
栄
ビ
ル(

五
階)

三

開
催
日
等

四

受
講
料

二
万
円

岐
阜
県
告
示
第
二
百
八
十
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
か

ら
保
安
林
の
解
除
を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

内
容
を
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

不
破
郡
垂
井
町
市
之
尾
字
乳
母
ケ
谷
五
八
三
の
一(

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

、
五
八
四
の

一
、
五
八
五
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
林
政
部
森
林
保
全
課
及
び
垂
井
町
役
場
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

郡
上
市
大
和
町
島
字
歩
岐
尻
六
二
七
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
森
林
保
全
課
及
び
郡
上
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)
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同

一
一
・
二
五

同

一
一
・
一
八

令
和

六
・
一
一
・
一
一

開
催
年
月
日

衛
生
管
理

衛
生
管
理

公
衆
衛
生

衛
生
管
理

講

習

内

容

同 同 羽
島
市
竹
鼻
町
丸
の
内
六
―
七

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

開

催

場

所



○
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
の
適
当
の
決
定

土
地
改
良
法(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
変
更
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、

同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
変
更
後

の
土
地
改
良
事
業
計
画
書
及
び
定
款
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
の
適
当
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
変
更
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、

同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
変
更
後

の
土
地
改
良
事
業
計
画
書
及
び
定
款
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
の
適
当
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
変
更
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、

同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
変
更
後

の
土
地
改
良
事
業
計
画
書
及
び
定
款
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

県
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
事
業
計
画
書
の

写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

県
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
事
業
計
画
書
の

写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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公

示

真
桑
方
井
水
土
地

改

良

区

施

行

者

名

政
田
井
水
土
地
改

良

区

施

行

者

名

真
桑
方
井
水
地
区

施
行
に
係
る
地
区
名

政
田
井
水
地
区

施
行
に
係
る
地
区
名

本
巣
市
役
所

縦

覧

場

所

本
巣
市
役
所

瑞
穂
市
役
所

縦

覧

場

所

令
和

六
・

六
・
二
一
か
ら

同

・

七
・
二
二
ま
で

縦

覧

期

間

令
和

六
・

六
・
二
一
か
ら

同

・

七
・
二
二
ま
で

縦

覧

期

間

つ
ち
の
こ
の
里
地
区

施
行
に
係
る
地
区
名

西
濃
上
石
津
地
区

施
行
に
係
る
地
区
名

真
桑
井
水
土
地
改

良

区

施

行

者

名

真
桑
井
水
地
区

施
行
に
係
る
地
区
名

東

白

川

村

役

場

縦

覧

場

所

大

垣

市

役

所

縦

覧

場

所

本
巣
市
役
所

大
野
町
役
場

縦

覧

場

所
令
和

六
・

六
・
二
一
か
ら

同

・

七
・
二
二
ま
で

縦

覧

期

間

令
和

六
・

六
・
二
一
か
ら

同

・

七
・
二
二
ま
で

縦

覧

期

間

令
和

六
・

六
・
二
一
か
ら

同

・

七
・
二
二
ま
で

縦

覧

期

間



○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。
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岐
阜
県
指
令
中
建
築
第
八
五

号
の
六

令
和

四
・

四
・
一
四

岐
阜
県
指
令
中
建
築
第

六
五
号
の
四

令
和
五
・

一
・
一
六

岐
阜
県
指
令
中
建
築
第

五
九
号
の
五

令
和
五
・
一
〇
・
一
九

岐
阜
県
指
令
中
建
築
第

五
九
号
の
九

令
和
六
・

五
・
二
七

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

八
四
号
の
八

令
和

六
・

一
・
一
七

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

七
八
号
の
七

令
和

六
・

三
・
一
一

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

七
七
号
の
一
三

令
和

五
・
一
一
・
二
七

開
発
許
可

(

変
更
許
可)

番

号

及

び

年

月

日

【
第
二
工
区
】

関
市
西
田
原
字
ク
ゴ
ミ
一
八
四
〇
番
外
四
一
筆

安
八
郡
神
戸
町
大
字
神
戸
字
八
幡
八
九
八
番
一
の
一
部
、
九
二
三
番
一
の

一
部
、
九
二
五
番
一
の
一
部
、
九
二
六
番
一
、
九
二
七
番
二
及
び
九
八
四

番
八
の
一
部

羽
島
郡
岐
南
町
八
剣
北
一
丁
目
一
九
八
番
一

瑞
穂
市
穂
積
字
野
口
一
一
三
三
番
一
及
び
一
一
三
三
番
二

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
一
七
番
一
五
号

メ
イ
ラ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大

橋

真

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
大
字
神
戸
一
一
一
九
番
地
の

一

有
限
会
社
ア
イ
ケ
ン

取
締
役

飯

沼

満

愛
知
県
大
府
市
横
根
町
前
田
二
三
番
地

相

羽

功

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
下
柳
川
町
六
四
番
地

株
式
会
社
極
東

代
表
取
締
役

中

村

誠

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
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令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

羽
島
用
水

土
地
改
良

区

令
和�･�･��
理
事

田

中

敏

裕

羽
島
郡
岐
南
町
徳
田
九
丁
目

四
七
番
地

同

松

原

悟

羽
島
郡
笠
松
町
江
川

一
九
六
番
地

同

杉

江

一

郎

羽
島
郡
岐
南
町
若
宮
地
三
丁
目
六
二
番
地

同

西

尾

武

各
務
原
市
成
清
町
六
丁
目

一
〇
八
番
地

同

岩

井

孝

朗

各
務
原
市
小
佐
野
町
三
丁
目
一
六
四
番
地

同

遠

藤

勝

美

岐
阜
市
東
中
島
三
丁
目

一
二
番
一
〇
号

同

丹

羽

民

和

各
務
原
市
前
渡
東
町
一
丁
目
二
三
三
番
地

同

奥

村

裕

岐
阜
市
柳
津
町
東
塚
一
丁
目

三
五
番
地

同�
橋

伸

治

羽
島
郡
笠
松
町
北
及

二
〇
二
〇
番
地

同

岩

田

悟

羽
島
市
足
近
町
南
之
川

一
三
七
番
地

同

大

橋

勝

好

羽
島
市
小
熊
町
小
熊

一
五
五
七
番
地
一

同

花

村

直

良

羽
島
市
正
木
町
上
大
浦
三
丁
目
五
一
番
地

同

道

家

保

義

羽
島
市
竹
鼻
町
狐
穴

一
二
二
二
番
地

同

馬

場

一

光

羽
島
市
福
寿
町
間
島
八
丁
目
一
七
番
地
一

監
事

葛

谷

文

春

羽
島
郡
岐
南
町
徳
田
四
丁
目
二
七
一
番
地

同

小

島

道

弘

各
務
原
市
下
中
屋
町
一
丁
目
一
五
五
番
地

同

齋

藤

文

彦

各
務
原
市
大
野
町
三
丁
目

八
番
地

同

臼

井

義

博

羽
島
郡
笠
松
町
田
代

三
五
二
番
地

同

永

田

肇

羽
島
市
足
近
町
市
場

二
二
〇
番
地

同

日
比
野

繁

喜

羽
島
市
竹
鼻
町
駒
塚

一
〇
六
〇
番
地

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

羽
島
用
水

土
地
改
良

区

令
和�･�･��
理
事

武

仲

勝

羽
島
郡
岐
南
町
徳
田
八
丁
目
一
五
四
番
地

同

加

藤

木

孝

羽
島
郡
笠
松
町
円
城
寺

二
五
九
六
番
地

同

松

原

重

広

羽
島
郡
岐
南
町
平
島
二
丁
目

七
二
番
地

同

西

尾

武

各
務
原
市
成
清
町
六
丁
目

一
〇
八
番
地

同

齋

藤

文

彦

各
務
原
市
大
野
町
三
丁
目

八
番
地

同

木

方

眞
一
郎

岐
阜
市
芋
島
二
丁
目
一
五
番
八
号

同

仙

石

明

正

各
務
原
市
下
切
町

一
九
番
地

同

奥

村

裕

岐
阜
市
柳
津
町
東
塚
一
丁
目

三
五
番
地

同�
橋

伸

治

羽
島
郡
笠
松
町
北
及

二
〇
二
〇
番
地

同

岩

田

悟

羽
島
市
足
近
町
南
之
川

一
三
七
番
地

同

大

橋

勝

好

羽
島
市
小
熊
町
西
小
熊
一
五
五
七
番
地
一

同

花

村

直

良

羽
島
市
正
木
町
上
大
浦
三
丁
目
五
一
番
地

同

入

山

巖

羽
島
市
竹
鼻
町
蜂
尻

七
二
五
番
地

監
事

松

原

悟

羽
島
郡
笠
松
町
江
川

一
九
六
番
地

同

三

宅

重

雄

羽
島
郡
岐
南
町
三
宅
七
丁
目

八
番
地

同

永

井

博

幸

各
務
原
市
前
渡
東
町
蜂
丁
目
六
三
四
番
地

同

永

田

俊

博

岐
阜
市
柳
津
町
本
郷
二
丁
目

二
七
番
地

同

坂

倉

敏

雄

羽
島
市
小
熊
町
五
丁
目

二
二
番
地
二

同

大

野

哲

緒

羽
島
市
正
木
町
光
法
寺
一
丁
目
三
五
番
地

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。
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令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

関
市
木
曽

川
右
岸
用

水
土
地
改

良
区

令
和�･�･��
副
理
事

長

鈴

木

康

氏

関
市
西
田
原

九
三
六
番
地
一

会
計
理

事

石

原

辰

二

関
市
大
杉

五
九
二
番
地
七

理
事

小

川

鉄

夫

関
市
小
迫
間

六
〇
七
番
地

同

遠

藤

博

関
市
西
田
原

一
〇
四
四
番
地

同

栗

山

浩

一

関
市
西
田
原

六
四
三
番
地

同

長

村

英

敏

関
市
大
杉

六
八
九
番
地

同

吉

田

朗

関
市
小
迫
間

一
三
九
番
地

同

野

口

敏

幸

関
市
迫
間

三
三
二
三
番
地

同

河

村

茂

夫

関
市
迫
間

五
七
〇
番
地
一

同

臼

田

正

嗣

関
市
東
田
原

一
〇
六
三
番
地
一

同

栗

山

敏

彦

関
市
西
田
原

八
七
九
番
地
四

同

早

川

周

治

関
市
迫
間

二
八
九
一
番
地
一

同

間

宮

久

司

関
市
東
田
原

七
五
八
番
地

同

臼

田

信

幸

関
市
東
田
原

五
六
九
番
地

総
括
監

事

河

村

武

夫

関
市
西
田
原

二
二
五
三
番
地
二

監
事

山

本

義

樹

関
市
西
田
原

一
六
八
七
番
地
二

同

坂

井

政

信

関
市
大
杉

四
七
六
番
地

員
外
監

事

吉

田

安

利

関
市
巾
三
丁
目

三
一
九
番
地
六

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

関
市
木
曽

川
右
岸
用

水
土
地
改

良
区

令
和�･�･��
理
事
長
山

下

清

司

関
市
黒
屋

三
五
六
三

副
理
事

長

鈴

木

康

氏

関
市
西
田
原

九
三
六
番
地
一

会
計
理

事

石

原

辰

二

関
市
大
杉

五
九
二
番
地
七

理
事

坂

井

政

信

関
市
大
杉

四
七
六
番
地

同

遠

藤

博

関
市
西
田
原

一
〇
四
四
番
地

同

栗

山

敏

彦

関
市
西
田
原

八
七
九
番
地
四

同

長

村

英

敏

関
市
大
杉

六
八
九
番
地

同

丹

羽

達

也

関
市
西
田
原

二
一
九
六
番
地
三

同

小
瀬
木

克

己

関
市
西
田
原

一
六
二
〇
番
地

同

小

川

祐

次

関
市
小
迫
間

四
一
五
番
地

同

猿

渡

淳

三

関
市
迫
間

三
四
一
八
番
地

同

酒

井

龍

一

関
市
迫
間

六
五
一
番
地
一

同

間

宮

久

司

関
市
東
田
原

七
五
八
番
地

同

川

村

益

功

関
市
西
田
原

六
三
九
番
地

同

纐

纈

英

明

関
市
東
田
原

六
二
三
番
地
一

総
括
監

事

小

川

鉄

夫

関
市
小
迫
間

六
〇
七
番
地

監
事

臼

田

信

幸

関
市
東
田
原

五
六
九
番
地

同

野

口

光

宏

関
市
迫
間

三
五
〇
六
番
地

員
外
監

事

吉

田

安

利

関
市
巾
三
丁
目

三
一
九
番
地
六

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の
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規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

七
宗
町
木

曽
川
右
岸

用
水
土
地

改
良
区

令
和�･�･��
理
事

加

納

福

明

加
茂
郡
七
宗
町
神
渕

三
六
一
二
番
地
二

同

鈴

木

眞

平

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
六
八
二
番
地

同

長
谷
川

賢

治

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
七
一
一
番
地

同

朝

日

政

利

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生
一
九
三
〇
番
地
一

同

長
谷
川�
治

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生
一
七
〇
六
番
地
一

監
事

渡

邉

幸

雄

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
六
四
一
番
地

同

後

藤

洋

治

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
九
三
九
番
地

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

七
宗
町
木

曽
川
右
岸

用
水
土
地

改
良
区

令
和�･�･�
理
事

加

納

福

明

加
茂
郡
七
宗
町
神
渕

三
六
一
二
番
地
二

同

後

藤

浩

之

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
九
二
〇
番
地

同

朝

日

政

利

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生
一
九
三
〇
番
地
一

同

渡

邉

政

秀

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生
二
二
一
六
番
地
一
一

同

長
谷
川

敏

明

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
六
七
五
番
地

監
事

後

藤

洋

治

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生

一
九
三
九
番
地

同

小

川

裕

子

加
茂
郡
七
宗
町
神
渕
一
一
三
二
五
番
地
二

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

岐
阜
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
規
則
第

百
二
十
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

１
調
達
物
品
の
名
称
及
び
数
量
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
735台

２
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
一
般
競
争
入
札

３
入
札
公
告
を
行
っ
た
日
令
和
６
年
２
月
13日

４
落
札
者
を
決
定
し
た
日
令
和
６
年
３
月
25日

５
落
札
者
の
住
所
及
び
氏
名
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
23番
20号

株
式
会
社
大
塚
商
会
中
部
支
店

支
店
長
上
村
親
志

６
落
札
金
額
111,628,000円

７
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

�
部
局
の
名
称
岐
阜
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
財
務
課

�
所
在
地
岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
１
番
１
号
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